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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年7月3日(2008.7.3)

【公表番号】特表2003-534347(P2003-534347A)
【公表日】平成15年11月18日(2003.11.18)
【出願番号】特願2001-586300(P2001-586300)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 239/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 209/44     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 211/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 211/42     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 211/74     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 233/38     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 241/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 491/113    (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   4/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  10/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 239/22    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 209/44    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 211/10    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 211/42    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 211/74    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 233/38    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 241/08    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 401/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 491/113   　　　　
   Ｃ０８Ｆ   4/00    　　　　
   Ｃ０８Ｆ  10/00    ５１０　

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月14日(2008.5.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
式：
【化４】
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（式中、Ｒａ'はモノアシル又はジアシル基を表し；
Ｒ1ないしＲ4は各々炭素原子数１ないし６のアルキル基を表し；及び
Ｒ5及びＲ6は各々、互いに独立して水素原子、炭素原子数１ないし６のアルキル基又は炭
素原子数６ないし１０のアリール基を表すか；又は
Ｒ5及びＲ6は一緒になって酸素原子を表す）
で表される少なくとも１つのヒドロキシルアミンエステル又はヒドロキシルアミンエステ
ルのポリマーが、分解されるポリプロピレン、プロピレンコポリマー又はポリプロピレン
ブレンドに添加され及び該混合物が加熱されることを特徴とする、ポリプロピレン、プロ
ピレンコポリマー又はポリプロピレンブレンドの分子量を減少させる方法。
【請求項２】
化合物（Ｉ）は、式：
【化５】

［式中、
ｎは１ないし４の整数であり、Ｒａはアシル基及びＲ1'、Ｒ2'及びＲ3'は各々、互いに独
立して水素原子又はメチル基を表し；及び
Ｇは以下の意味：
　ｎが１の場合、水素原子、１個又はそれ以上の酸素原子により中断されていてもよい炭
素原子数１ないし１８のアルキル基、２－シアノエチル基、ベンジル基、グリシジル基、
脂肪族、脂環式、芳香脂肪族、不飽和又は芳香族カルボン酸、カルバミン酸又はリン原子
含有酸の１価基もしくは１価シリル基、好ましくは炭素原子数２ないし１８の脂肪族カル
ボン酸の、炭素原子数７ないし１５の脂環式カルボン酸の、炭素原子数３ないし５のα，
β－不飽和カルボン酸の又は炭素原子数７ないし１５の芳香族カルボン酸のアシル基を表
し、前記カルボン酸は、脂肪族、脂環式又は芳香族部分において１ないし３個の－ＣＯＯ
Ｚ1基（式中、Ｚ1は水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数３ない
し１２のアルケニル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、フェニル基又はベン
ジル基を表す）により置換されていてもよく；又は
　ｎが２の場合、炭素原子数２ないし１２のアルキレン基、炭素原子数４ないし１２のア
ルケニレン基、キシリレン基、脂肪族、脂環式、芳香脂肪族又は芳香族ジカルボン酸、ジ
カルバミン酸又はリン原子含有酸の２価酸基、又は２価シリル基、好ましくは炭素原子数
２ないし３６の脂肪族ジカルボン酸の、炭素原子数８ないし１４の脂環式又は芳香族ジカ
ルボン酸の又は炭素原子数８ないし１４の脂肪族、脂環式又は芳香族ジカルバミン酸のア
シル基を表し、前記ジカルボン酸は、脂肪族、脂環式又は芳香族部分において１又は２個
の－ＣＯＯＺ1基（式中、Ｚ1は上で定義されたとおりである）により置換されていてもよ
く；又は
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　ｎが３の場合、脂肪族、脂環式又は芳香族トリカルボン酸の３価酸基であって、前記基
は脂肪族、脂環式又は芳香族部分において－ＣＯＯＺ1基（式中、Ｚ1は上で定義されたと
おりである）により置換されていてもよく、又は芳香族トリカルバミン酸又はリン原子含
有酸の３価酸基、又は３価シリル基を表すか；又は
　ｎが４の場合、脂肪族、脂環式又は芳香族テトラカルボン酸の４価酸基を表す］
で表される立体障害性アミン誘導体からなる群に属することを特徴とする請求項１記載の
方法。
【請求項３】
ｎは１又は２であり、Ｒ1'、Ｒ2'及びＲ3'は各々水素原子を表し及びＲaは炭素原子数２
ないし１８のアルカノイル基又は炭素原子数３ないし６のアルケノイル基を表し及びＧは
炭素原子数１２ないし１８の脂肪族モノカルボン酸のアシル基又は炭素原子数４ないし１
２の脂肪族ジカルボン酸のジアシル基を表す化合物（ＩＡ）が添加されることを特徴とす
る請求項２記載の方法。
【請求項４】
式：
【化６】

［式中、ｎは１又は２であり及びＲa、Ｒ1'、Ｒ2'及びＲ3'は式ＩＡの下で定義されたと
おりであり；
Ｇ1は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素原子数２ないし５のヒドロ
キシアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数７又は８のアラ
ルキル基、炭素原子数２ないし１８のアルカノイル基、炭素原子数３ないし５のアルケノ
イル基又はベンゾイル基又は基：
【化７】

（式中、Ｒa、Ｒ1'、Ｒ2'及びＲ3'は上で定義されたとおりである）；及び
Ｇ2は以下の意味を有し：
　ｎが１の場合、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭素原子数３ないし
８のアルケニル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、置換基としてヒドロキシ
基、シアノ基、アルコキシカルボニル基又はカルバミド基を有する炭素原子数１ないし４
のアルキル基、グリシジル基又は基－ＣＨ2－ＣＨ（ＯＨ）－Ｚ又はＣＯＮＨ－Ｚ（式中
、Ｚは水素原子、メチル基又はフェニル基を表す）を表すか；又は
　ｎが２の場合、炭素原子数２ないし１２のアルキレン基、炭素原子数６ないし１２のア
リーレン基，キシリレン基又は－ＣＨ2－ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2－又はは－ＣＨ2－ＣＨ（
ＯＨ）－ＣＨ2－Ｏ－Ｄ－Ｏ－基（式中、Ｄは炭素原子数２ないし１０のアルキレン基、
炭素原子数６ないし１５のアリーレン基，炭素原子数６ないし１２のシクロアルキレン基
を表すか；
又は、Ｇ1がアルカノイル基、アルケノイル基又はベンゾイル基ではない場合、Ｇ2はまた
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１－オキソ－炭素原子数２ないし１２のアルキレン基、脂肪族、脂環式又は芳香族ジカル
ボン酸又はジカルバミン酸の２価基又は－ＣＯ－基であってもよく；
又は、ｎが１の場合、Ｇ1及びＧ2は一緒になって脂肪族、脂環式又は芳香族１，２－ジカ
ルボン酸又は１，３－ジカルボン酸の２価基であってもよい。）
で表される立体障害性アミンの群に属する化合物（Ｉ）が添加されることを特徴とする請
求項１記載の方法。
【請求項５】
式：
【化８】

［式中、
ｎは１又は２であり及びＲa、Ｒ1'、Ｒ2'及びＲ3'は式ＩＡの下で定義されたとおりであ
り；
Ｇ3はｎが１の場合に炭素原子数２ないし８のアルキレン基、炭素原子数２ないし８のヒ
ドロキシアルキレン基又は炭素原子数４ないし２２のアシルオキシアルキレン基を表すか
又はｎが２の場合に基（－ＣＨ2）2Ｃ（ＣＨ2－）2を表す］で表される立体障害性アミン
の群に属する化合物（Ｉ）が添加されることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項６】
式：
【化９】
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［式中、
ｎは１又は２であり及びＲa、Ｒ1'、Ｒ2'及びＲ3'は式ＩＡの下で定義されたとおりであ
り；及び
Ｇ4は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、アリル基、ベンジル基、グリシ
ジル基又は炭素原子数２ないし６のアルコキシアルキル基を表し；及び
Ｇ5は以下の意味を有し：
　ｎが１の場合、水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素原子数３ないし
５のアルケニル基、炭素原子数７ないし９のアラルキル基、炭素原子数５ないし７のシク
ロアルキル基、炭素原子数２ないし４のヒドロキシアルキル基、炭素原子数２ないし６の
アルコキシアルキル基、炭素原子数６ないし１０のアリール基、グリシジル基又は基－（
ＣＨ2）p－ＣＯＯ‐Ｑ又は－（ＣＨ2）p－Ｏ‐ＣＯ－Ｑ（式中、ｐは１又は２であり及び
Ｑは炭素原子数１ないし４のアルキル基又はフェニル基を表す）を表すか；又は
　ｎが２の場合、炭素原子数２ないし１２のアルキレン基、炭素原子数４ないし１２のア
ルケニレン基、炭素原子数６ないし１２のアリーレン基，基－ＣＨ2－ＣＨ（ＯＨ）－Ｃ
Ｈ2－Ｏ－Ｄ－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2－（式中、Ｄは炭素原子数２ないし１０
のアルキレン基、炭素原子数６ないし１５のアリーレン基又は炭素原子数６ないし１２の
シクロアルキレン基を表す）、又は基－ＣＨ2－ＣＨ（ＯＺ'）ＣＨ2－（ＯＣＨ2－ＣＨ（
ＯＺ'）ＣＨ2）2－（式中、Ｚ'は水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、アリ
ル基、ベンジル基、炭素原子数２ないし１２のアルカノイル基又はベンゾイル基を表す）
を表し；
Ｔ1及びＴ2は、各々互いに独立して、水素原子、各々がハロゲン又は炭素原子数１ないし
４のアルキル基により置換されていてもよい炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭素
原子数６ないし１０のアリール基又は炭素原子数７ないし９のアラルキル基を表すか、又
は
Ｔ1及びＴ2はそれらに結合して炭素原子と一緒になって炭素原子数５ないし１４のシクロ
アルカン環を形成する］
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で表される立体障害性アミンの群に属する化合物（Ｉ）が添加されることを特徴とする請
求項１記載の方法。
【請求項７】
式：
【化１０】

［式中、
ｎは１又は２であり及びＧ6は基：
【化１１】

（式中、Ｒa、Ｒ1'、Ｒ2'及びＲ3'は式ＩＡの下で定義されたとおりであり、及びＲ3'及
びＲ4'は各々水素原子又はメチル基を表すか又は一緒になって置換基＝Ｏを表し；
Ｅは－Ｏ－又は－ＮＧ1－を表し、
Ａは炭素原子数２ないし６のアルキレン基又は－（ＣＨ2）3－Ｏ－を表し、及びｘは０か
又は１のどちらかであり；
Ｇ1は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素原子数２ないし５のヒドロ
キシアルキル基又は炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基を表す）を表し；
Ｇ7はＧ6と同一であるか又は基－ＮＧ9Ｇ10、－ＯＧ11、－ＮＨＣＨ2ＯＧ11又は－Ｎ（Ｃ
Ｈ2ＯＧ11）2の１つを表し；
ｎが１の場合、Ｇ8はＧ6又はＧ7と同一であり；及び、
ｎが２の場合、Ｇ8はＢが炭素原子数２ないし８のアルキレン基又は１又は２つの－ＮＧ9

－基により中断された炭素原子数２ないし８のアルキレン基を表す基－Ｅ－Ｂ－Ｅ－を表
し、及びＧ9は炭素原子数１ないし１２のアルキル基、シクロヘキシル基、ベンジル基又
は炭素原子数１ないし４のヒドロキシアルキル基又は基：
【化１２】
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を表し；
Ｇ10は炭素原子数１ないし１２のアルキル基、シクロヘキシル基、ベンジル基又は炭素原
子数１ないし４のヒドロキシアルキル基を表し、及びＧ11は水素原子、炭素原子数１ない
し１２のアルキル基又はフェニル基を表し；及び
Ｇ9とＧ10は一緒になって炭素原子数４又は５のアルキレン基又は炭素原子数４又は５の
オキサアルキレン基を表す。］
で表される化合物（Ｉ）が添加されることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項８】
式：
【化１３】

（式中、ｎは２より大きい整数であり及びＲ1'、Ｒ2'及びＲ3'は式ＩＡの下で定義された
とおりであり；及びＢは２価の置換基を表す。）
で表される化合物（Ｉ）が添加されることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項９】
Ｒaは－Ｃ（＝Ｏ）－Ｈ、－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ないし１９のアルキル基、－Ｃ（
＝Ｏ）－炭素原子数２ないし１９のアルケニル基、－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数２ないし４
のアルケニル－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数６ない
し１０のアリール基、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－炭素原子数１ないし６のアルキル基、－Ｃ（＝
Ｏ）－Ｏ－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－炭素原子数１な
いし６のアルキル基、－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－Ｃ
（＝Ｏ）－Ｎ（炭素原子数１ないし６のアルキル）2基、－Ｐ（＝Ｏ）－炭素原子数１な
いし１９のアルキル基、－Ｐ（＝Ｏ）2－炭素原子数１ないし１９のアルキル基、－Ｐ（
＝Ｏ）－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－Ｐ＝Ｏ（－炭素原子数１ないし１９の
アルキル基）2、－Ｐ＝Ｏ（－炭素原子数６ないし１０のアリール）2基、－Ｐ（＝Ｏ）－
Ｏ－炭素原子数１ないし６のアルキル基、－Ｐ（＝Ｏ）－Ｏ－炭素原子数６ないし１０の
アリール基、－Ｐ＝Ｏ（－Ｏ－炭素原子数１ないし６のアルキル）2基、－Ｐ＝Ｏ（－Ｏ
－炭素原子数６ないし１０のアリール）2基、－Ｐ（－Ｏ－炭素原子数１ないし６のアル
キル）2基及び－Ｐ（－Ｏ－炭素原子数６ないし１０のアリール）2基からなる群より選択
されるアシル基を表し；
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Ｒ1ないしＲ4は各々炭素原子数１ないし６のアルキル基を表し；
Ｒ5及びＲ6は各々、互いに独立して水素原子、炭素原子数１ないし６のアルキル基又は炭
素原子数６ないし１０のアリール基を表すか；又は
Ｒ5及びＲ6は一緒になって酸素原子を表し；
Ｑは直接結合又は二価基－（ＣＲ7Ｒ8）－或いは－（ＣＲ7Ｒ8－ＣＲ9Ｒ10）－（式中、
Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9及びＲ10は各々、互いに独立して水素原子又は炭素原子数１ないし６のア
ルキル基を表す）を表し；及び
Ｚ1は酸素原子又は二価基－ＮＲ11－又は－（ＣＲ12Ｒ13）（式中、Ｒ11は水素原子、炭
素原子数１ないし６のアルキル基、炭素原子数６ないし１０のアリール基又は上で定義さ
れたアシル基Ｒaを表すか；又は、互いに独立して、Ｒ12及びＲ13は各々水素原子又は炭
素原子数１ないし６のアルキル基を表すか、又は基Ｒ12及びＲ13の１つは、水素原子又は
炭素原子数１ないし６のアルキル基を表し及び他方は炭素原子数１ないし６のアルキル基
、炭素原子数１ないし６のアルコキシ基、炭素原子数６ないし１０のアリールオキシ基、
－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｈ、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ないし１９のアルキル基、－Ｏ
－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ないし５４のアルケニル基、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数
６ないし１０のアリール基、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ないし３６のアルケニル－
炭素原子数６ないし１０のアリール基、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－炭素原子数１ないし６の
アルキル基、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－Ｏ－Ｃ（
＝Ｏ）－ＮＨ－炭素原子数１ないし６のアルキル基、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－炭素原子
数６ないし１０のアリール基及び－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（炭素原子数１ないし６のアルキ
ル）2基からなる群より選択されるアシルオキシ基、炭素原子数１ないし６のアルキルア
ミノ基、ジ－炭素原子数１ないし６のアルキルアミノ基、炭素原子数６ないし１０のアリ
ールアミノ基、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｈ、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ないし１９
のアルキル基、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ないし５４のアルケニル基、－ＮＨ－
Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１
ないし３６のアルケニル－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－
Ｏ－炭素原子数１ないし１９のアルキル基、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－炭素原子数６ない
し１０のアリール基、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－炭素原子数１ないし６のアルキル基、
－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－炭素原子数６ないし１０のアリール基及び－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ
）－Ｎ（炭素原子数１ないし６のアルキル）2基からなる群より選択されるアシルアミノ
基、－Ｎ［‐Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ないし１９のアルキル］2基、－Ｎ［‐Ｃ（＝Ｏ
）－炭素原子数６ないし１０のアリール］2基、－Ｎ［‐Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ない
し６のアルキレン－Ｃ（＝Ｏ）－］基、－Ｎ［‐Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数２ないし６のア
ルケニレン－Ｃ（＝Ｏ）－］基及びフタルイミド基からなる群より選択されるジアシルア
ミノ基又はＮ－アシル－Ｎ－炭素原子数１ないし６のアルキルアミノ基を表すか；又は２
つの基Ｒ12及びＲ13は一緒になってオキソ基を表す）
を表すところの式Ｉａで表される化合物か；又は
Ｒaは－Ｃ（＝Ｏ）－Ｈ、－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ないし１９のアルキル基、－Ｃ（
＝Ｏ）－炭素原子数２ないし１９のアルケニル基、－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数２ないし４
のアルケニル－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数６ない
し１０のアリール基、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－炭素原子数１ないし６のアルキル基、－Ｃ（＝
Ｏ）－Ｏ－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－炭素原子数１な
いし６のアルキル基、－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－炭素原子数６ないし１０のアリール基及び－
Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（炭素原子数１ないし６のアルキル）2基からなる群より選択されるアシ
ル基を表し；
Ｒ1ないしＲ4は各々炭素原子数１ないし６のアルキル基を表し；
Ａはフェニル環上の置換基を表し；及び
ｍは１ないし４の整数であるところの式Ｉｂで表される化合物か；又は
Ｒaは－Ｃ（＝Ｏ）－Ｈ、－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ないし１９のアルキル基、－Ｃ（
＝Ｏ）－炭素原子数２ないし１９のアルケニル基、－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数２ないし４
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のアルケニル－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数６ない
し１０のアリール基、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－炭素原子数１ないし６のアルキル基、－Ｃ（＝
Ｏ）－Ｏ－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－炭素原子数１な
いし６のアルキル基、－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－Ｃ
（＝Ｏ）－Ｎ（炭素原子数１ないし６のアルキル）2基、－Ｐ（＝Ｏ）－炭素原子数１な
いし１９のアルキル基、－Ｐ（＝Ｏ）2－炭素原子数１ないし１９のアルキル基、－Ｐ（
＝Ｏ）－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－Ｐ＝Ｏ（－炭素原子数１ないし１９の
アルキル基）2、－Ｐ＝Ｏ（－炭素原子数６ないし１０のアリール）2基、－Ｐ（＝Ｏ）－
Ｏ－炭素原子数１ないし６のアルキル基、－Ｐ（＝Ｏ）－Ｏ－炭素原子数６ないし１０の
アリール基、－Ｐ＝Ｏ（－Ｏ－炭素原子数１ないし６のアルキル）2基、－Ｐ＝Ｏ（－Ｏ
－炭素原子数６ないし１０のアリール）2基、－Ｐ（－Ｏ－炭素原子数１ないし６のアル
キル）2基及び－Ｐ（－Ｏ－炭素原子数６ないし１０のアリール）2基からなる群より選択
されるアシル基を表し；
Ｒbは水素原子、カルバモイル基、炭素原子数１ないし６のアルキルカルバモイル基、ジ
－炭素原子数１ないし６のアルキルカルバモイル基を表すか又はＲaに定義されたとおり
であり；
Ｒc及びＲdは各々、互いに独立して水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基又は
炭素原子数６ないし１０のアリール基を表し；及び
Ｒ1ないしＲ3は各々、炭素原子数１ないし６のアルキル基又は炭素原子数６ないし１０の
アリール基を表すところの式Ｉｃで表される化合物か；又は
式：
【化１４】

［式中、
ｎは２であり；
Ｘは直接結合か又は炭素原子数１ないし１８のアルキレン橋の１価基を表し；
Ｒ1ないしＲ4は各々炭素原子数１ないし６のアルキル基を表し；
Ｒ5及びＲ6は各々、互いに独立して水素原子、炭素原子数１ないし６のアルキル基又は炭
素原子数６ないし１０のアリール基を表すか；又は
Ｒ5及びＲ6は一緒になって酸素原子を表し；
Ｑは直接結合又は二価基－（ＣＲ7Ｒ8）－或いは－（ＣＲ7Ｒ8－ＣＲ9Ｒ10）－（式中、
Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9及びＲ10は各々、互いに独立して水素原子又は炭素原子数１ないし６のア
ルキル基を表す）を表し；及び
Ｚ1は酸素原子又は二価基－ＮＲ11－又は－（ＣＲ12Ｒ13）－（式中、Ｒ11は水素原子、
炭素原子数６ないし１０のアリール基又は炭素原子数１ないし６のアルキル基を表すか又
は、互いに独立して基Ｒ12及びＲ13の１つは水素原子又は炭素原子数１ないし６のアルキ
ル基を表し及び他方は炭素原子数１ないし６のアルキル基、炭素原子数１ないし６のアル
コキシ基、炭素原子数６ないし１０のアリールオキシ基、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｈ、－Ｏ－
Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ないし１９のアルキル基、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１な
いし５４のアルケニル基、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－
Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ないし３６のアルケニル－炭素原子数６ないし１０のアリ
ール基、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－炭素原子数１ないし６のアルキル基、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）
－Ｏ－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－炭素原子数１な
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いし６のアルキル基、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－炭素原子数６ないし１０のアリール基及
び－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（炭素原子数１ないし６のアルキル）

2基からなる群より選択されるアシルオキシ基、炭素原子数１ないし６のアルキルアミノ
基、ジ－炭素原子数１ないし６のアルキルアミノ基、炭素原子数６ないし１０のアリール
アミノ基、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｈ、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ないし１９のア
ルキル基、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ないし５４のアルケニル基、－ＮＨ－Ｃ（
＝Ｏ）－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ない
し３６のアルケニル－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－
炭素原子数１ないし１９のアルキル基、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－炭素原子数６ないし１
０のアリール基、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－炭素原子数１ないし６のアルキル基、－Ｎ
Ｈ－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－炭素原子数６ないし１０のアリール基及び－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－
Ｎ（炭素原子数１ないし６のアルキル）2基からなる群より選択されるアシルアミノ基、
－Ｎ［‐Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ないし１９のアルキル］2基、－Ｎ［‐Ｃ（＝Ｏ）－
炭素原子数６ないし１０のアリール］2基、－Ｎ［‐Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ないし６
のアルキレン－Ｃ（＝Ｏ）－］基、－Ｎ［‐Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数２ないし６のアルケ
ニレン－Ｃ（＝Ｏ）－］基及びフタルイミド基からなる群より選択されるジアシルアミノ
基又はＮ－アシル－Ｎ－炭素原子数１ないし６のアルキルアミノ基を表すか；又は２つの
基Ｒ12及びＲ13は一緒になってオキソ基を表す）を表す］
で表される化合物か；又は
式：
【化１５】

［式中、
ｎは２であり、
Ｒaは－Ｃ（＝Ｏ）－Ｈ、－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ないし１９のアルキル基、－Ｃ（
＝Ｏ）－炭素原子数２ないし１９のアルケニル基、－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数２ないし４
のアルケニル－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数６ない
し１０のアリール基、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－炭素原子数１ないし６のアルキル基、－Ｃ（＝
Ｏ）－Ｏ－炭素原子数６ないし１０のアリール基、－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－炭素原子数１な
いし６のアルキル基、－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－炭素原子数６ないし１０のアリール基及び－
Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（炭素原子数１ないし６のアルキル）2基からなる群より選択されるアシ
ル基を表し；
Ｘは直接結合か又は炭素原子数１ないし１８のアルキレン橋の１価基を表し；
Ｒ1ないしＲ4は各々炭素原子数１ないし６のアルキル基を表し；
Ｒ5及びＲ6は各々、互いに独立して水素原子、炭素原子数１ないし６のアルキル基又は炭
素原子数６ないし１０のアリール基を表すか；又は
Ｒ5及びＲ6は一緒になって酸素原子を表し；及び
Ｑは直接結合又は二価基－（ＣＲ7Ｒ8）－或いは－（ＣＲ7Ｒ8－ＣＲ9Ｒ10）－（式中、
Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9及びＲ10は各々、互いに独立して水素原子又は炭素原子数１ないし６のア
ルキル基を表す）を表す］
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で表される化合物の少なくとも１つが分解されるポリプロピレン、ポリプロピレンコポリ
マー又はポリプロピレンブレンドに添加され及び該混合物が加熱されることを特徴とする
請求項２記載の方法。
【請求項１０】
２８０℃以下の温度範囲が使用されることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１１】
化合物（Ｉ）が、ポリプロピレンと、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、高分子量高密度
ポリエチレン（ＨＭＷ　ＨＤＰＥ）、超高分子量高密度ポリエチレン（ＵＨＭＷ　ＨＤＰ
Ｅ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、線状低密度
ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、枝分れ低密度ポリエチレン（ＢＬＤＰＥ）及び小比率のジ
エンを含有するエチレン－プロピレン－ジエンターポリマー（ＥＰＤＭ）からなる群より
選択されるポリエチレンとのブレンドに添加されることを特徴とする請求項１記載の方法
。
【請求項１２】
Ｒaは－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ないし１９のアルキル基、トリフルオロアセチル基、
ベンゾイル基、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－炭素原子数１ないし６のアルキル基、炭素原子数１な
いし６のアルキルカルバモイル基及びフェニルカルバモイル基からなる群より選択される
アシル基を表し；
Ｒ1ないしＲ4は各々炭素原子数１ないし６のアルキル基を表し；
Ｒ5及びＲ6は各々、互いに独立して水素原子又は炭素原子数１ないし６のアルキル基を表
し；
Ｑは二価基－（ＣＲ7Ｒ8）－（式中、Ｒ7及びＲ8は各々水素原子を表す）を表し；及び
Ｚ1は二価基－（ＣＲ12Ｒ13）－（式中、互いに独立して基Ｒ12及びＲ13の１つは水素原
子を表し及び他方は、炭素原子数１ないし６のアルコキシ基、ベンゾイルオキシ基、－Ｏ
－Ｃ（＝Ｏ）－炭素原子数１ないし１９のアルキル基、トリフルオロアセトキシ基、炭素
原子数１ないし６のアルキルカルバモイルオキシ基及びフェニルカルバモイルオキシ基か
らなる群より選択されるエーテル化されたか又はエステル化されたヒドロキシ基を表す。
）を表すところのヒドロキシルアミンエステル（Ｉａ）が添加されることを特徴とする請
求項２記載の方法。
【請求項１３】
式
【化１６】

（式中、Ｒa、Ｒ1'、Ｒ2'及びＲ3'は式ＩＡの下で定義されたとおりであり及びＧ3は炭素
原子数２ないし８のアルキレン基又は炭素原子数４ないし２２のアシルオキシアルキレン
基を表す）
で表される化合物が添加されることを特徴とする請求項３記載の方法。
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